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赤玉 24個，白玉 19個を袋の中に入れて，よく混ぜた後，その袋の中から 1個ずつ

玉を取り出す操作を繰り返す．ただし，取り出した玉は袋の中には戻さない．この操

作を赤玉もしくは白玉のどちらかが全て取り出されたところで終了する．終了時に袋

の中に残っている玉の個数に応じて，赤玉は 1個につき 1点，白玉は 1個につき 10

点の得点が与えられる．

i ) ある赤玉 1個に印をつけて区別するとき，終了時にその玉が袋の中に残ってい

る確率は
オ

カ
である．

ii ) 与えられる得点の期待値は
キ

ク
である．

ただし，袋の中のどの玉が取り出されることも同様に確からしいものとする．
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【答】
オ

1

カ

20

キ

44

ク

5

【解答】

(1) 操作が終了しても玉を取り続けるものとすると，43個の玉の取り出し方は，43個の玉を
横一列に並べる並べ方に対応する．また，袋の中のどの玉が取り出されることも同様に確か
らしいことから 43個の玉は全て区別するものとする．
終了時に印をつけた赤玉が袋に残っているのは，白玉 19個が印をつけた赤玉よりも手前

に並ぶときである．43個の玉の並べ方は

43! 通り

あり，この 43!通りの起こり方は同様に確からしい．
このうち条件を満たす並べ方は，白玉 19個と印のついた赤玉 1個をあわせた 20個の玉の

位置のとり方が 43C20 通りあり，この 20個の条件を満たす並べ方は 19!通りである．残りの
23か所に印の付いていない赤玉 23個を 23!通りで並べる．求める確率は

43C20 · 19!× 23!
43!

=

43!
23! · 20! · 19!× 23!

43!
= 1

20
……（答）

である．

• 白玉 19個と印をつけた赤玉 1個の並び方は，印が付いていない赤玉 23個の並び方に
関係しない．
区別のある白玉 19個と印をつけた赤玉のあわせて 20個の玉の並び方は (19+ 1)!通

りあり，条件を満たす並び方は 19!通りであるから，求める確率は

19!
(19 + 1)!

= 1
20

である．
• 赤玉 23個，印のついた赤玉 1個，白玉 19個の 43個の玉の並べ方は

43!
23! 1! 19!

通り (∵ 同じものを含む順列)

ある．この起こり方は同様に確からしいから，求める確率は

43C20

43!
23! 1! 19!

= 43!
23! 20!

· 23! 19!
43!

= 1
20



2

である．
あるいは，白玉 19個と印をつけた赤玉のみに着目すると，同じものを含む順列の総

数は 20!
19! 1!

= 20通りであり，求める並び方は 1通りであるから，求める確率は

1
20

である．

(2) 終了時に袋の中に残っている赤玉の個数を R，白玉の個数をW とおくと，終了時に与え
られる得点の期待値は

E(1R+ 10W ) = E(R) + 10E(W )

である．

ある赤玉に着目するとき，終了時にその赤玉が袋の中に残る確率は，(1)より 1
20
である．

終了時に残る赤玉の個数の期待値 E(R)は

E(R) = 1
20

+ · · ·+ 1
20︸ ︷︷ ︸

24 個

= 24
20

= 6
5

である．
ある白玉に着目するとき，終了時にその白玉が袋の中に残る確率は，(1)と同じく考えると

43C25 · 24!× 18!
43!

=

43!
18! · 25! · 24!× 18!

43!
= 1

25

であり，終了時に残る白玉の個数の期待値 E(W )は

E(W ) = 1
25

+ · · ·+ 1
25︸ ︷︷ ︸

19 個

= 19
25

である．
よって，与えられる得点の期待値は

E(R+ 10W ) = 6
5

+ 10× 19
25

= 30 + 190
25

= 220
25

= 44
5

……（答）

である．


